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要旨 
本稿では、まず、水産大国であるノルウェー王国の経済と水産業を概観した。ノルウェー王国の水
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ノルウェー王国の国土面積は 38.6 万㎢で、日本とほぼ等しい。しかし、人口は 512 万人と日本の
20 分の 1以下である。ノルウェー王国の 2014 年時点の名目 GDP は、31,515 億 NOK（53.9 億円）1であ





GDP(名目) 31,515 億 NOK（538,906 億円） 





10 年物国債利回り（直近値） 1.33％（2015 年 1 月 30 日） 
出典:在日ノルウェー王国大使館「ノルウェー経済概況」2 
 




図表２ ノルウェー王国と日本の貿易統計（2014 年度） 
ノルウェー（2013 年度） 日本（2014 年度） 
輸出 輸入 輸出 輸入 

























                           
 
 
図表３ノルウェー王国の産業別 GDP 比および就業人口 
ノルウェー(2014 年) 日本（2010 年度） 




































































  ノルウェー 日本 
生産数量(千トン) 3,409 5,890 
生産金額(億円) 2,660 17,189 
就業人口(万人) 1.4 34.3 
漁港数 500 2,931 
漁業協同組合数 6 1,480 
生産コスト(万円/トン) 7.8 25 
1 人当たり生産額(万円) 1,900 501 
出典:岡本義行「日本の漁業は高収益化できるか：東日本大震災後の漁業とクラスター化」、 





図表６ ノルウェーの主要魚種別生産額と輸出構成比（2014 年度） 
魚種 生産額 輸出構成比（％） 
サケ・マス類 306 億 NOK（5,233 億円） 57.0％ 
タラ類 98 億 NOK（1,676 億円） 18.0％ 
ニシン・サバ・シシャモ 81 億 NOK（1,385 億円） 15.0％ 
切り身・塩引き・干物 55 億 NOK  (941 億円） 10.0％ 
















北米 7.9% 他 6.8%
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図表８ NSC の 3 つの活動 
 活動 目的 
1 マーケティング ノルウェーの水産物の需要と認知度向上をマーケティング活動の目的とする 
2 市場への情報提供 ノルウェーの水産物の貿易制限と市場へのアクセスについての統計、分析そして業界情報を提供する 











                           
 
 










ノルウェー産業科学技術研究所（SINTEF：Stiftelsen for Industriell og Teknisk Forskning以下





















                           
 
 




 ①「ノルウェー標準化 9410」25に従った最善の生産能力を持つ養殖場探索 
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